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　書 　　評 　
三田村雅子著
『記憶の中の源氏物語』
宮 　川 　葉 　子
　「日本文化の根幹に迫る、前人未到の歴史絵巻」とは帯の文言。
敦成を出産した彰子還啓に清書の源氏物語以下、平成十九年紹介の「黄金の庭絵巻」に至る千年の源氏物語享受史は前人未到である。作品、舞、 画等広い分野 言及、天皇制と絡ませる考察は、「享受史を振り返る上で画期的な論考」
（常田槙子「新刊紹介」 ・ 「国
文学研究」第百五十八集・平成二十一年六月）
で、 「古典を過去の遺物
として考え のでなく、そのつど蘇る「神話」として捉える文学史」
（あとがき）
でもある。初出は「新潮」の連載
（二〇〇四年五月
号から二〇〇七年十二月号までの三十九回）
。以下、目次に従い見て
行くが、引用に括弧と頁数を付すことは省略した。
はじめに
　作者の思いを離れて、装丁や挿絵の見事さを競い、源氏物語再
演をなす享受者、権力者の物語は、 「記憶」 中での継承に過ぎないと題名を解説。ここの「記憶」は歴史とほぼ同じ意味あいと思しい。
Ⅰ 　男と女の源氏物語
　夕顔や浮舟に憧れた孝標女、
狂きよう
言げん
綺き
語ぎよ
作家として地獄へ堕ちた
紫式部の救済に源氏供養を営む美福門院加賀等。平安後期の女たちの源氏物語の読みである。一方自家の権威樹立と永続に、西園寺公経は新たな神話づくりを北山に求め、定家は青表紙本、源光行・親行父子は河内本を校訂した。源氏物語に向きあう男と女の姿勢は異なり、 結果、 男性の手で本文整備と注釈がなされてゆく。因みに「神話」と を「聖典」と見なす視点らしい。
Ⅱ 　青海波舞の紡ぐ「夢」
　朱雀院行幸の試楽で、桐壺帝と藤壺の前で青海波を舞った光源
氏が、いつに増し輝いた記憶が、白河院五十賀以下、東照宮五十周忌まで十例の再演となる。権力者が自己正統性に源氏を引用、正統性に疑念ある天皇、新規勃興の摂関家、権威化を欲する将軍が源氏物語の
虜とりこ
となり、物語をなぞり再現、光源氏を自認する時
にこそ 神話が蘇る。
Ⅲ 　分裂する天皇家の源氏戦略
　阿仏は飛鳥井雅有に源氏講釈をなし、 「とはずがたり」の二条
は、後深草院を光源氏に、自らを若紫に見立て物語を生きた
（宮
廷篇）
。伏見院東宮時代には「弘安源氏論議」が催され、 「玉葉集」
撰者京極為兼は、源氏物語に呼応・共鳴する伏 院歌壇の女性歌人を多く入集させた。右作品群が、この間の文永の役、弘安 役
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に言及しないのは、危機を承知で、平和な時代の象徴たる源氏物語世界に遊ぶことを優先した結果であった。
　鎌倉幕府打倒に失敗した後醍醐天皇は、隠岐から還幸し天皇親
政を復活。しかし足利尊氏の離反で倒れ、尊氏は光明天皇を奉じ室町幕府を開く。後醍醐は神器を奉じ吉野へ行幸 後村上に譲位し天皇家は南朝・北朝 分裂した。後醍醐は定家自筆の青表紙正本、 「水原抄」 、 「原中最秘抄」 、 「源氏系図」などの入手 熱心で、醍醐朝に準拠を採る 「河海抄」 に依拠、桐壺帝にみずからを准え、親政する帝の 規範」として源氏物語を享受した。後醍醐孫長慶天皇は源氏物語 語彙辞典「仙源抄」 、弟師成は「類字源語抄」を編纂。南朝の天皇たちは、流浪の状況 影響されず源氏物語読める諸注の集成をな 、その詞・儀式等の第一の理解者 るを証明しようとした。また順徳院三世孫の王族四辻善成は源 に降下。臣籍降下は自身の問題でもあった。 河海 著者 善 にとり、源氏物語は一族 皇位への一縷の望みを繋ぐ神話と共に聖典であった。
Ⅳ 　戦国乱世の源氏物語
　周防・長門の大内政弘は、一条兼良から「花鳥口伝抄」 、兼良
自筆再稿本「花鳥余情」等を授受、伝飛鳥井雅康筆「青表紙本源氏物語」書写を指揮、竹内良鎮から兼良筆「河内本源氏物語」得るなど源氏物語に関与。准勅撰連歌集「新撰菟玖波集」 後援もなす。副本作りにも熱心で、戦国の世の文化的・精神的支柱たらんとした 先祖は百済聖明王か 伝承される大内家。王権幻想
が連動しているところに、大内文芸のベクトルがある。
　享徳頃の源氏読み比丘尼祐倫は、注釈書「山頂湖面抄」 、梗概
書「光源氏一部歌」を残す。女性たちが享受の場でも疎外・排除されていた室町時代には極めて稀な存在である。
　応仁・文明の乱が都を荒廃させた時代、三条西実隆は源氏を書
写、連歌師宗祇に 講釈と古今伝授を受け、源氏注釈 「細流抄」を著す。優秀な子孫 恵まれ、源氏学の一学統を作り上げた。それら源氏文化の地方伝播に一役かったのが宗祇。結果、平和な時代の聖なる遺物たる源氏物語が希求され、戦国大名たちの天皇幻想と源氏物語幻想は相互扶助しつつ、戦国の秩序破壊から新 な秩序を生み出す論理の一条と っていく。
　上杉本「洛中洛外図屏風」は、伝狩野永徳筆「源氏物語図屏風」
と一組で、織田信長から上杉謙信に贈られ らしく 戦国武将らの上洛への欲望 背景にした、源氏文化・王朝文化への憧れが嗅ぎ取れる。そ 信長の急死を受けた秀吉は、文化的王者としての自己を意識、 「源氏物語のをこり」を書写している。他方 慶福院玉栄は注釈「花屋抄」 「玉栄集」を著す。男性のみ関わってきた源氏研究に、女性の れは奇跡的であっ 。ま 「伝」ながら玉栄は「白描源氏物語絵巻」筆者に目され、物の怪や出産 女性の死などを詳しく描く当絵巻は、女による女のため 絵を強く意識させる。
　大坂両度の陣に勝利した家康は、早速二条城で中院通村に初音
巻を講釈させた。源氏継承者たる征夷大将軍として、新田源氏子孫を名乗り支配の正統性を強調す 家康は、 源氏物語も 「 」
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家の物語として、源氏の氏長者を引き継ぐ名家中院からの継承を希求、果ては源氏の長者の地位まで中院から奪い取ろうと目論んでいたのである。
Ⅴ 　太平の世の源氏狂い
　家康に阻まれ天皇になれなかった
智とし
仁ひと
親王の桂離宮は源氏物語
を意識する。そこに光源氏の思いと光源氏の誇りを生きる親王がいる。親王は源氏絵の監修をなし、兄後陽成天皇 源氏物語講釈を筆記・記録し「聞書」を残した。後陽成の源氏講釈は天皇として最初のそれ。ここに源氏物語に精通し掌握することを帝王の資格と見なす観念の形成が見られる。
　近世にかけ多くの源氏絵が世に出た。しかしどの絵にも天皇は
見えない。源氏物語屏風の光源氏元服場面を比較 結果、桐壺帝と光源氏の距離は次第に縮まり、両者の立 の上下判別が不能になる。ただこ 場合も天皇は見えず源氏は見え それは見えない天皇と、天皇の名代「源氏」将軍との二重の政治力学を語る。かくして近世源氏絵は、 「源氏」を生きようとした天皇と将軍せめぎ合いの中に形象化された。
　山本春正「絵入り本源氏物語」は読者を一気に拡大。依然天皇
は見えないが、 死や病、 王権 タブーにまで踏み込む場面を描き、平易な表現を採る読者本位の一本であった。以後、 「十帖 」「おさな源氏」など絵入り梗概書が相次ぐ。これら挿絵は、衣装、蒔絵、飾り、など各界に影響を与えてゆく。
　元禄時代、 綱吉の寵臣柳沢吉保の栄華を、 側室正親町町子は 「松
陰日記」に録す。吉保継嗣吉里が綱吉落胤かとの噂は疑問視しても、吉里のまとう擬似王子的
（光源氏的）
光が「松陰日記」を輝
かせているのは否定できず、その光を最大限に発揮させる舞台装置として「源氏 庭」
（私注・六義園）
を描きあげるのが、 「松陰
日記」の隠された目的だった。
　寛政の改革で著名な松平定信も源氏物語に生きようとした。七
回の源氏書写を通し、言葉と文章に寄り添い、息遣いを同じくし作者の思いを追体験する。 宗孫として将軍以上の将軍でありながら、可能性を閉ざされた定信は、天皇になる可能性を閉ざされた光源氏と相似形でもあった。 も評価した本居宣長の「もののあはれ」論は、出身はともかく、自己が貴族以上に貴族らしい感受性を身につけているとの自信に立つもの。儒教的政教観や仏教的志向を排し、王朝的価値観・美意識への全身的同一化願望故に、天皇制イデオロギーに浸され縛られてい 宣長は光格天皇の兄真仁法親王を通し、憧れの「天皇」に歌を献上 それ 近世の天皇と庶民との新しい契約で 宣長は、天皇 仰の曲り角 時代に、古典文献に天皇制の正統を跡付ける営みをなし
　柳亭種彦の本格的翻案小説「偐紫田舎源氏」はベストセラーに
輝く。成功は装丁 内容・絵組みの三重奏が楽しめ 女性的な論理にシフト、女性受けした点にあった。 「偐紫」に取材した歌舞伎 「
内ごしよもようげんじのえどぞめ
裡模様源氏紫
」 等も歓迎され、 挿絵は独立して極彩色の 「源
氏錦絵」 として流布。 しかし幕府の取締に庶民の歓迎 遮ら た。
　幕末から明治維新に至ると「源氏絵」に天皇、将軍等が新しい
主役として登場する。天皇東遷 江戸庶民に天皇 思い出さ
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せ、天皇人気が急浮上。宮廷権威への憧れと回帰の象徴として聖なる「祭壇」──内裏雛が歓迎された。雛の浸透は源氏物語が内包する天皇制イデオロギーの種を蒔き、 「歴史」そのも を動かす働きをなした。
Ⅵ 　近代化の波の中で
　明治維新後、西洋列強に伍す独裁的で強力な天皇主権国家建設
が急務で、雛壇の天皇は軍事国家の天皇にふさわしい写真・肖像となり姿を現す。軍国主義の高まりに一段と雄々しい天皇制が希求され、源氏物語は軟弱で低俗 文学と忌避され、代わって万葉集の「ますらをぶり」が迎えられた。宮中の歌会始も皇族と庶民を繋ぐ新しい契約たる和歌祭典ながら、もはやそこで恋歌は詠まれず、 「もののあはれ」を解し、恋歌が詠める歌人こそが歌人の資格たる時代は終わりを告げた。
　大正末期、アーサー・ウェイリーの英訳に刺激され、読みやす
い現代語訳が要請され、昭和十年代半ば、与謝野晶子 谷崎潤一郎の源氏物 現代語訳が出た。しかし戦時色 濃くなる中、のそれは軍部の厳しい検閲の爪痕を残すものとならざるを得なかった。
　第二次世界大戦敗戦後、弱々しい天皇の姿に再び国民の人気は
戻る。明治以来の強い天皇像への錯覚を否定、源氏物語への美しさを不器用で弱々しい天皇に重ね見ることで 占領下の日本の文化的アイデンティティは取り戻されたかに見えた。
　ところが二〇〇七年秋、フランスセリエ社から多量の大型源氏
絵「黄金の庭絵巻」が紹介された。そこには日本ではタブー視されて来た死、出家、レイプ、結婚、光源氏の王権侵犯にかかわる話題の場面が特に丁寧に描かれていた。日本では異端視され追い払われ、海外で生き延びた存在らしいが、日本で作成されたの間違いなく こうした読みをなせる人物がいたことを語る。ここに伝統に拘り定型を守るばかりの源氏物語解釈では、物語イメージをやせ細らせることにな 危険性も見え隠 する。
　守備範囲の広さに圧倒されつつ論述を追った。気が付けば紙幅
制限を超え、書評担当者の任務を全うで そうにない。以下、これだけはという点のみ述べて書評に替え い。
　三田村が「記憶」 「幻想」 「神話」 「身体」 「権力」等の語彙を駆
使、源氏物語論と同時に天皇論を書こうとしたのは理解される。しかし論展開の方法は ささか牽強付会で、俄には賛同しがたい部分が多い。但しそれが自論である以上、第三者が踏み込み云々する権利も義務もなく、これ以上の言及は本稿では避け い。ただ、全体と てかなり間違いが目立つ だけ 指摘しておかなくてはなるまい。具体的 例を、先ず 「柳沢吉保と町子の源氏の庭」
（Ⅴ 　太平の世の源氏狂い）
に見てみよう。
①綱吉が綱豊を将軍継嗣に決めたのは 「病気が重くなった最晩
年であり」
（三八九頁）
とあるが、綱吉は
麻はしか
疹
に罹り十日余りで
呆気なく薨去したのである
（宝永六年一月十日）
。綱豊を継嗣に
決めたのは四年余り前の宝永元年十二月。この時点で綱吉は病気などでは い。
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②「 「楽只堂年録」非公開資料」
（同上）
とあるが、公開資料で誰
でも閲覧できる。
③「武川衆出身の百六十石取りに過ぎなかった父の息子」
（三九
一頁）
とあるが、安忠
（吉保父）
が「百六十石」から出発したの
は確かながら、慶安元年には都合五百三十石取りに至る
（ 『柳
沢家譜集』柳沢史料集成第四巻）
。慶安元年とは吉保誕生の十一年
前である。
④「吉保は綱吉と綱豊を同時に六義園に招き」
（三九一頁）
とある
が、綱吉も綱豊も一度も六義園を訪れてはいない。同類の間違いは「欲恩園の日々」の項に「柳沢吉保の六義園
（中略）
の役
割は将軍綱吉の接待のための迎賓館」
（四〇三頁）
とする箇所に
も指摘できる。
⑤「綱吉のお成りを仰いで行われる講読、歌会」
（三九二頁）
とあ
るが、綱吉御成に際し歌会が開催されたことは一度もない。
　その他、牽強付会な記述も多々あるが、主観的になるのを懸念
し今は触れない。それにしても十一頁からな 当節に、五箇も間違いがあるというのはいかがなものか。他にも類似が潜むやも知れぬと疑心暗鬼を生じさせる。その目でもう少し見てみよう。○「後嵯峨院の源氏物語」で後嵯峨五十賀に亀山帝が捧げた「文
永五年
（一二六八）
正月二十四日の試楽と同閏正月十七日に同
じく息子の後深草院によって行われた予行演習」
（一〇三頁）
と
あるが、亀山院は「閏一月廿四日」に試楽、後深草院は「二月十七日」に舞御覧を奉じたのであ 。
○「四辻善成の皇位継承願望」の項で、七十歳で左大臣に補され
た善成を「当時、太政大臣もいなかったので、左大臣は人臣の最高位」
（二七一頁）
とするが、 『公卿補任』によれば、当時の
太政大臣は、同年六月三日に補任の久我具通
（五十四歳）
、その
上に関白従一位一條経嗣
（三十八歳）
がいたから、善成を「人
臣の最高位」とは言えない。
○「宗祇と戦国大名たちの源氏物語」で、文明十八年、三条西実
隆染筆の扇を、 「それが源氏物語研究の権威であった実隆のお墨付きの扇」
（三一二頁）
とするが、宗祇の源氏講釈を終えたば
かりの三十二歳の実隆
（宮川葉子『三条西実隆と古典学〔改訂新版〕 』
風間書房・平成十一年）
を「源氏物語研究の権威」とは呼べない。
○右同節で、 「現在残された宗祇の 前による唯一の注釈書『雨
夜談抄』 」
（三一四頁）
とあるが、宗祇には「種玉篇次抄」もある。
○「実隆の源氏物語写本売却」で、永正三年に「黄金五枚千五百
疋」 、永正十七年に「三千疋」 、享禄二年に「二千疋」で手放した実隆書写本
（三一八頁）
に関し、 「実隆の源氏物語写本が売る
たびに次第に高くなっていく」
（三一九頁）
とするのは自己撞着。
○「徳川家康の源氏伝授」で、定家の「奥入 を説明し「源氏物
語の最古の注」
（三三四頁）
とするが、それ以前に世尊寺伊行に
よる「源氏釈」がある。
○「老中松平定信の「恋」 」で源氏物語の七回書写と 花月日記」
の記事に依り、定信が源氏物語 近かったとするが、 「花月草紙」には八項目に亘る源氏評が載る
（宮川葉子「楽翁と『源氏物
語』 」 〈岩波書店「文学」 、 「特集松平定信の文学圏」二〇〇六年一・二月号〉 ）
。
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○「お蔭参りの玄関口で」で、 「初めのうちは京都からの参詣者
が主で」
（四〇八頁）
とあるが、 『玉勝間』
（村岡典嗣校訂・岩波文庫）
には「京並ニ五畿内の人」
（一〇五頁）
とあり、京からが「主」
とは言い切れない。
○「天皇制イデオロギーの担い手」で、 「本居宣長全集第四巻解
説」
（四一四頁）
とあるが、 「解説」ではなく「解題」 。
○「皇后と明治天皇の「近代」 」に「物語享受とともに、天皇に
よって「大政を委任」された将軍
（本居宣長『玉の小櫛』序）
と
いう観念」
（四四一頁）
とあるが、少なくとも『玉の小櫛』
（大野
晋擔當編者『本居宣長全集 　第四巻』昭和五十一年九月・筑摩書房）に「大政を委任」の文言はない。
　以上紙幅の関係上、十五例しか挙げ得なかったが、それらから
ですら、三田村の著書の不備が窺える。そもそも三田村は、資料の引用に際し、引用頁数も出版社も出版年も記さず、断りもなく読み下し文 している。学術研究書では考 られないことである。加えての間違いであっては論への信頼を失墜させる。そうした意味で、一般読者向けの読み物としては成功していても、学術の専門書として学界が安心 依拠できる存在ではない。もっとも一般読者だとて間違いをもっともらしく読まされて たま ないであろうが。
（二〇〇八年一二月 　新潮社 　Ａ５判 　五〇八頁 　税込三九九〇円）
新 　刊 　紹 　介林 　和利編『古典の精髄』
　本書は、二〇〇七年の早稲田大学創立百
二十五周年に際して、早大校友会愛知県支部が開催した連続講座「日本文学の精髄を楽しむ」の講義録である。古典文学に関する五つのテーマについて、実際の講座を基
にした平易な用語と話し言葉で執筆されているので、古典に馴染みが薄かったり、食わず嫌いだったりする読者でも理解しやすいように、という心配りが見て取れる。
　全体の構成は、第一章「万葉集──文化
としての旅の歌」 （島田修三） 、第二章「源氏物語──究極 恋の姿」 （久保朝孝） 、第三章「平家物語における「運命」──「副将被斬」を読む」 （大森北義） 、第四章 能と狂言の表現手法と価値」 （林和利） 、第五
章 「歌舞伎の歴史──興行を主として」 （鳥越文蔵）というラインナップからなる。各分野を代表する講師陣だからこそ、その精髄を紹介することも可能なのである。
　古典に詳しいつもりでも、一読すれば、
改めて作品を読み直してみたり、能や歌舞伎を鑑賞したくなったりするに違い い。（二〇〇九年九月 　世界思想社 　四六判 　二〇八頁 　税込一 九五円）
 〔錺 　武彦〕
